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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　固定設置した基台に水平周りに旋回自在に支持し、放水方向を所定の上下角度に固定し
た放水ノズルと、
　前記放水ノズルの前方に位置し、前記放水ノズルからの噴流の衝突を受けて散水するデ
フレクターと、
　前記放水ノズルの前方に前記デフレクターを支持すると共に前記基台側の第１支点軸に
より前記デフレクターと一体に上下方向に回動自在に軸支した可動ケースと、
　前記可動ケースの後方に位置して前記基台側に固定した固定ケースと、
　軸回りの回転操作により軸方向に伸縮する伸縮ロッド機構と、
　前記伸縮ロッド機構の一端を第２支点軸として前記固定ケースに回動自在に軸支すると
共に前記伸縮ロッド機構の他端を第３支点軸として前記可動ケースに回動自在に軸支し、
前記伸縮ロッド機構の軸回りの回転操作によって前記第２支点軸と第３支点軸の間隔を変
更することにより前記可動ケースを前記第１支点軸を中心に回動して前記デフレクターに
対する噴流衝突角度を調整する衝突角度調整機構と、
を備え、前記角度調整機構は、
　前記第１支点軸と前記第２支点軸の間を前記基台及び前記固定ケースを含む固定側で構
成した固定リンクで連結し、前記第１支点軸と前記第３支点軸の間を前記可動ケースで構
成した角度調整リンクで連結し、前記第２支点軸と前記第３支点軸の間を前記伸縮ロッド
機構で構成した可変長リンクで連結した３節リンク機構を備え、
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　前記可変長リンクの伸縮調整により、前記第１支点軸を固定支点軸として前記角度調整
リンクを回動して前記角度調整リンクを構成する前記可動ケースに支持した前記デフレク
ターの噴流衝突角度を調整することを特徴とする放水銃装置。
【請求項２】
　請求項１記載の放水銃装置に於いて、前記伸縮ロッド機構は、
　一端を前記固定ケースの第２支点軸に回動自在に軸支し、他端に第１ねじ軸を設けた第
１連結部材と、
　一端を前記可動ケースの第３支点軸に回動自在に軸支し、他端に前記第１ねじ軸とは逆
ねじの第２ねじ軸を設けた第２連結部材と、
　前記第１連結部材の第１ねじ軸を螺合する第１ねじ穴を一端に形成すると共に前記第２
連結部材の第２ねじ軸を螺合する前記第１ねじ穴とは逆ねじの第２ねじ穴を他端に形成し
た連結ロッド部材と、
を備え、
　前記連結ロッド部材の１回転毎に、前記第１連結部材と第２連結部材の間隔を、所定の
ねじピッチの２倍ずつ変化させることを特徴とする放水銃装置。
【請求項３】
　請求項１記載の放水銃装置に於いて、前記伸縮ロッド機構は、
　一端を前記固定ケースの第２支点軸に回動自在に軸支し、他端に第１ねじ軸を設けた第
１連結部材と、
　一端を前記可動ケースの第３支点軸に回動自在に軸支し、他端に前記第１ねじ軸とは逆
ねじの第２ねじ軸を設けた第２連結部材と、
　前記第１連結部材の第１ねじ軸を螺合する第１ねじ穴を一端に形成すると共に前記第２
連結部材の第２ねじ軸を螺合する前記第１ねじ穴とは逆ねじの第２ねじ穴を他端に形成し
た連結ロッド部材と、
を備え、
　前記第１連結部材の第１ねじ軸及び前記第２連結部材の第２ねじ軸は、所定のストロー
ク量に所定の最小ねじ込み量を加えた長さを有し、前記連結ロッド部材の回転操作により
前記ストローク量の２倍の範囲で前記第１連結部材と第２連結部材の間隔を変化させるこ
とを特徴とする放水銃装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、放水銃の放水口の前にデフレクターを配置して近距離射程の放水を行う放水
銃装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、体育館などの比較的広く天井の高い空間を防護区画として消火用水の放水により
消火する近距離射程の放水銃装置として例えば図１３に示すものが知られている。
【０００３】
　図１３に示すように、放水銃装置１００は、体育館などの床面を見渡すことのできる例
えば４メートル程度の高さの壁面に装置本体１０２を埋込み設置しており、装置本体１０
２の壁面に露出した前パネル１０３の上部に火災検出部１０４を設け、その下に放水ノズ
ルを備えた放水銃部１０６を設けている。
【０００４】
　放水銃部１０６は定常状態では旋回カバー１０８の裏側にデフレクターを備えた放水銃
を収納している。火災検出部１０４により防護区画の火災を検知すると、火災の方向を特
定し、放水銃部１０６における旋回カバー１０８の裏側に収納している放水銃を前方に旋
回して火災の方向に向け、自動モードの場合は所定の自動放水条件が確定した場合に放水
を開始し、また手動モードの場合は、放水起動スイッチを操作した場合に放水を開始する
ようにしている。
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【０００５】
　ところで、放水銃のノズルから放出された噴流は一般に棒状放水となり、噴流は狭い範
囲に散水されることが知られている。一方、火災の初期消火に用いられるノズルは、火災
点の消火だけでは無く、火災の延焼拡大を防止することを目的に、広範囲な散水分布が求
められる。
【０００６】
　広範囲な散水分布をおこなうにあたり、ノズルから放出された噴流をデフレクターと呼
ばれる板状金属に衝突させることにより、噴流を分裂させ、広範囲な液滴散水する方法が
従来おこなわれている（特許文献１）。特に、消防関連設備の規格、基準においては、高
い消火および延焼防止効果を得るために、散水分布領域と単位面積当たりの散水量が定め
られている。
【０００７】
　目標とする散水分布領域に放水量を最小化して効率的な散水を実施するためには、デフ
レクターの加工精度と、噴流とデフレクターの位置精度で決まる噴流衝突角度が重要とな
る。従来はスプリンクラーヘッドのように、噴流を放出するノズルとデフレクターの位置
が一定に保持される放水部構造が一般的であるが、図１３に示した放水銃装置にあっては
、電動アクチュエーターによりデフレクターを回動して噴流との衝突角度を可変し、例え
ば有効放水距離を１０メートルの近距離射程と４０メートルの遠距離射程となるように目
標散水分布領域を可変する技術が知られている（特許文献２）。
【０００８】
　また、図１３に示した放水銃装置にあっては、有効放水距離を例えば１８メートルと一
定に設定して使用する場合もあり、この場合にも、火災消火或いは延焼防止に有効な目標
散水分布領域に対する放水量を最小化して効率的に散水するためには、デフレクターの加
工精度と、噴流とデフレクターの位置精度で決まる噴流衝突角度が重要となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００２－２９１９３６号公報
【特許文献２】特開２００４－２５４７２５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　しかしながら、放水量を最小化し、目標とする散水分布領域に対して規格、基準で要求
される有効な散水量を確保するためには、デフレクターの加工精度と、ノズルから放出さ
れる噴流とデフレクターの位置精度を高める必要があり、たとえ噴流衝突角度を所定角度
に設定したとしても、実際に放水を行った場合には、目標とする散水量を確保できない場
合がある。そのため、ノズルから放出される噴流とデフレクターとの衝突角度の微調整が
必要となる。
【００１１】
　このような噴流とデフレクターとの衝突角度の微調整は、デフレクターを例えば数度の
範囲内で細かく調整する必要があり、角度調整の精度を高めるためには、調整操作を大き
な動きとし、この動きをデフレクターの衝突角度を調整する小さな動きに変換する調整機
構が必要であり、更に、デフレクターに噴流が当った場合に強い力が加わることから、堅
牢な調整機構の構造が必要となり、この点が解決課題として残されている。
【００１２】
　本発明は、大きな調整操作による動きをデフレクターの小さな衝突角度を変える動きに
変換して高い調整精度が得られると共に堅牢な構造の調整機構を備えた放水銃装置を提供
することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１３】
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（放水銃装置）
　本発明の放水銃装置によれば、
　固定設置した基台側に水平周りに旋回自在に支持し、放水方向を所定の角度に固定した
放水ノズルと、
　放水ノズルの前方に位置し、放水ノズルからの噴流の衝突を受けて散水するデフレクタ
ーと、
　放水ノズルの前方にデフレクターを支持すると共に基台側の第１支点軸によりデフレク
ターと一体に上下方向に回動自在に軸支した可動ケースと、
　可動ケースの後方に位置して基台側に固定した固定ケースと、
　軸回りの回転操作により軸方向に伸縮する伸縮ロッド機構と、
　伸縮ロッド機構の一端を第２支点軸として固定ケースに回動自在に軸支すると共に伸縮
ロッド機構の他端を第３支点軸として可動ケースに回動自在に軸支し、伸縮ロッド機構の
軸回りの回転操作によって第２支点軸と第３支点軸の間隔を変更することにより可動ケー
スを第１支点軸を中心に回動してデフレクターに対する噴流衝突角度を調整する衝突角度
調整機構と、
を備え、角度調整機構は、
　第１支点軸と第２支点軸の間を基台及び固定ケースを含む固定側で構成した固定リンク
で連結し、第１支点軸と第３支点軸の間を可動ケースで構成した角度調整リンクで連結し
、第２支点軸と第３支点軸の間を伸縮ロッド機構で構成した可変長リンクで連結した３節
リンク機構を備え、
　可変長リンクの伸縮調整により、第１支点軸を固定支点軸として角度調整リンクを回動
して角度調整リンクを構成する可動ケースに支持したデフレクターの噴流衝突角度を調整
することを特徴とする。
【００１６】
　（連結ロッド回転と間隔変化の関係）
　伸縮ロッド機構は、
　一端を固定ケースの第２支点軸に回動自在に軸支し、他端に第１ねじ軸を設けた第１連
結部材と、
　一端を可動ケースの第３支点軸に回動自在に軸支し、他端に第１ねじ軸とは逆ねじの第
２ねじ軸を設けた第２連結部材と、
　第１連結部材の第１ねじ軸を螺合する第１ねじ穴を一端に形成すると共に第２連結部材
の第２ねじ軸を螺合する第１ねじ穴とは逆ねじの第２ねじ穴を他端に形成した連結ロッド
部材と、
を備え、
　連結ロッド部材の１回転毎に、第１連結部材と第２連結部材の間隔を、所定のねじピッ
チの２倍ずつ変化させる。
【００１７】
　（伸縮ロッド機構のねじ込み関係）
　伸縮ロッド機構は、
　一端を固定ケースの第２支点軸に回動自在に軸支し、他端に第１ねじ軸を設けた第１連
結部材と、
　一端を可動ケースの第３支点軸に回動自在に軸支し、他端に第１ねじ軸とは逆ねじの第
２ねじ軸を設けた第２連結部材と、
　第１連結部材の第１ねじ軸を螺合する第１ねじ穴を一端に形成すると共に第２連結部材
の第２ねじ軸を螺合する第１ねじ穴とは逆ねじの第２ねじ穴を他端に形成した連結ロッド
部材と、
を備え、
　第１連結部材の第１ねじ軸及び第２連結部材の第２ねじ軸は、所定のストローク量に所
定の最小ねじ込み量を加えた長さを有し、連結ロッド部材の回転操作によりストローク量
の２倍の範囲で第１連結部材と第２連結部材の間隔を変化させる。
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【発明の効果】
【００１９】
（基本的な効果）
　本発明は、放水銃装置に於いて、伸縮ロッド機構の一端を第２支点軸として固定ケース
に回動自在に軸支すると共に伸縮ロッド機構の他端を第３支点軸として可動ケースに回動
自在に軸支し、伸縮ロッド機構の軸回りの回転操作による第２支点軸と第３支点軸の間隔
を変更することにより第１支点軸を中心に可動ケースを回動してデフレクターに対する噴
流衝突角度を調整する衝突角度調整機構を設けるようにしたため、伸縮ロッド機構をスパ
ナ等の工具を用いて軸回りに回転させるという大きな動きの調整操作を、数度程度の範囲
でデフレクターの衝突角度を調整するための小さな動きに変換することを可能とし、デフ
レクターの噴流衝突角度の調整を高精度で正確に行うことを可能とする。
【００２０】
　また、デフレクターを可動ケースに固定しており、デフレクターの噴流衝突角度を直接
調整するのではなく、デフレクターを支持固定している可動ケースを回動してデフレクタ
ーの噴流調整角度を調整しているため、デフレクターに噴流が当って強い力が加わっても
可動ケースを第１支点軸で固定側に軸支すると共に伸縮ロッド機構による固定側に支持す
ることで堅牢な調整機構の構造となり、調整したデフレクターの噴流衝突角度を確実に維
持可能とする。
【００２１】
　（伸縮ロッド機構による効果）
　伸縮ロッド機構は、一端を固定ケースの第２支点軸に回動自在に軸支し、他端に第１ね
じ軸を設けた第１連結部材と、一端を可動ケースの第３支点軸に回動自在に軸支し、他端
に第１ねじ軸とは逆ねじの第２ねじ軸を設けた第２連結部材と、第１連結部材の第１ねじ
軸を螺合する第１ねじ穴を一端に形成すると共に第２連結部材の第２ねじ軸を螺合する第
１ねじ穴とは逆ねじの第２ねじ穴を他端に形成した連結ロッド部材と、第１連結部材の第
１ねじ軸に螺合して連結ロッド部材を抜け止めする第１ロックナットと、第２連結部材の
第２ねじ軸に螺合して連結ロッド部材を抜け止めする第１ロックナットとは逆ねじの第２
ロックナットとを備え、連結ロッド部材の軸回りの一方向の回転操作により第１連結部材
と第２連結部材の間隔を広くすると共に連結ロッド部材の軸回りの逆方向の回転操作によ
り第１連結部材と第２連結部材の間隔を狭くするようにしたため、連結ロッド部材をスパ
ナ等の工具を用いて軸回りに回転させるという大きな動きの調整操作を、数度程度の範囲
でデフレクターの衝突角度を調整するための小さな動きに変換して、デフレクターの噴流
衝突角度の調整を高精度で行うことを可能とする。
【００２２】
　また、伸縮ロッド機構は、連結ロッドの両側に第１連結部と第２連結部を軸方向に相互
に逆ねじの関係で螺合した構造であることから、構造が簡単で高い剛性を確保して軸方向
に伸縮自在な堅牢な構造を可能とする。
【００２３】
　また、第１ねじ軸及び第２ねじ軸に第１ロックナット及び第２ロックナットを螺合して
いることで、角度調整の際に各ロックナットを両側の同じ位置に螺合しておくと、連結ロ
ッド部材の回転操作に対する軸方向の伸縮で、連結ロッド部材の両端と各ロックロックナ
ットとの間隔が変化し、この間隔の変化を角度調整の目安とすることで、調整作業をより
行い易くすることを可能とする。
【００２４】
　（逆ねじ関係による効果）
　また、伸縮ロッド機構の第１ねじ軸、第１ねじ穴及び第１ロックナットを右ねじとし、
これに対し第２ねじ軸、第２ねじ穴及び第２ロックナットを逆ねじとし、連結ロッド部材
の１回転毎に、第１連結部材と第２連結部材の間隔を、所定のねじピッチの２倍ずつ変化
させるようにしたため、伸縮ロッド部材の回転操作に対する軸方向の伸縮量を大きくし、
デフレクターの噴流衝突角度の調整を行い易くする。
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【００２５】
　（伸縮ロッド機構のねじ込み関係による効果）
　また、伸縮ロッド機構における第１連結部材の第１ねじ軸及び第２連結部材の第２ねじ
軸は、所定のストローク量に所定の最小ねじ込み量を加えた長さを有し、連結ロッド部材
の回転操作によりストローク量の２倍の範囲で第１連結部材と第２連結部材の間隔を変化
させるようにしたため、伸縮ロッド機構を最大長に伸展しても、連結ロッド部材の両側に
螺合している第１連結部材及び第２連結部材は、それぞれのねじ軸の最小ねじ込み量を保
持することで、ねじ込み量が不足することによる軸方向での合成の低下を抑制し、ストロ
ークを伸ばした場合にも高い剛性による調整状態の確保を可能とする。
【００２６】
　（角度調整機構の３節リンク機構による効果）
　また、角度調整機構は、第１支点軸と第２支点軸の間を基台及び固定ケースを含む固定
側で構成した固定リンクで連結し、第１支点軸と第３支点軸の間を可動ケースで構成した
角度調整リンクで連結し、第２支点軸と第３支点軸の間を伸縮ロッド機構で構成した可変
長リンクで連結した３節リンク機構を備え、可変長リンクの伸縮調整により、第１支点軸
を固定支点軸として角度調整リンクを回動して、角度調整リンクを構成する可動ケースに
支持したデフレクターの噴流衝突角度を調整するようにしたため、この固定リンク、角度
調整リンク及び可変長リンクで連結した３節リンク機構を構成できれば、基台、固定ケー
ス、可動ケース及び伸縮ロッド機構の形状や位置による制約を受けることなく衝突角度調
整機構の実現を可能とする。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１】放水銃装置を示した斜視図
【図２】放水銃装置を示した正面図
【図３】放水銃装置を示した側面図
【図４】放水銃を防護区画に向けて旋回動作した状態を示した説明図
【図５】放水銃を取り出して示した斜視図
【図６】放水銃を取り出して示した側面図
【図７】放水銃の内部構造を示した断面図
【図８】角度調整機構に設けた伸縮ロッド機構を取り出して示した説明図
【図９】伸縮ロッド機構を取り出して示した組立分解図
【図１０】伸縮ロッド機構の最大長の調整状態を示した断面図
【図１１】放水銃に設けたデフレクターの角度調整機構の機能を示した説明図
【図１２】伸縮ロッド機構を伸展してデフレクターの噴流衝突角度を調整した状態を示し
た説明図
【図１３】体育館等に設置した従来の放水銃装置を示した説明図
【発明を実施するための形態】
【００２８】
［放水銃装置の概要］
　図１は放水銃装置を示した斜視図、図２は放水銃装置を示した正面図、図３は放水銃装
置を示した側面図、図４は放水銃を防護区画に向けて旋回動作した状態を示した説明図で
ある。
【００２９】
　図１に示すように、放水銃装置１０は、箱型の装置本体１２の前部に前パネル１４を装
着しており、前パネル１４の上部に火災検出部１６を設け、その下に放水銃部１８を設け
ている。
【００３０】
　火災検出部１６は、図２及び図３に示すように、半円筒状の張出部の下に、円錐状の旋
回走査部２２を水平周りに回動走査自在に配置し、旋回走査部２２には縦方向に検出窓２
４を設けている。火災検出部１６の内部には火災検出素子を内蔵している。
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【００３１】
　放水銃部１８は通常状態で旋回カバー２０の裏側に放水銃を収納しており、火災検出部
１６で火災を検知した場合には、図４に示すように、モータ駆動により放水銃部１６を旋
回して放水銃２６を取出し、火災検出部１６で検出した火災の方向に放水銃２６を向けて
放水する。放水銃２６は、内部に斜め上向きに放水ノズルを旋回自在に配置すると共に、
放水ノズルの前方にデフレクターを配置し、例えば１６メートル又は１８メートルの放水
距離で所定の散水パターンを得るようにしている。
【００３２】
　［放水銃の構成］
　図５は放水銃を取り出して示した斜視図、図６は放水銃を取り出して示した側面図、図
７は放水銃の内部構造を示した断面図である。
【００３３】
　図５乃至図７に示すように、放水銃２６は、図示しない基台側（固定側）に配置した給
水本管の回転継手に対し送水管２８を挿入して旋回自在に支持しており、送水管２８の上
部は、図７に示すように、斜め上向きに屈曲しており、先端に放水ノズル３０を固定して
いる。このため放水ノズル３０は送水管３０を介して固定設置した基台側に対し水平回り
に旋回自在に支持しており、放水方向を所定の上向き角度、例えば１０°程度に固定して
いる。
【００３４】
　送水管２８の垂直部分の上部にはモータ連結部３５を設け、ここに上部に配置したモー
タの駆動軸を連結して例えば２０５°の水平旋回範囲で放水銃２６を旋回可能としている
。
【００３５】
　また、送水管２８の立ち上がり部分には箱型に形成した固定ケース３４を固定し、固定
ケース３４の前方に前後に開口した箱型の可動ケース３６を配置している。可動ケース３
６は、送水管３８の立上り曲げ部分の下側に設けた軸受部３７に対し第１支点軸３８によ
り上下方向に回動自在に支持している。
【００３６】
　可動ケース３６の前方の開口部にはデフレクター３２を支持固定している。デフレクタ
ー３２は放水ノズル３０の前方に位置し、放水ノズル３０からの噴流の衝突を受けて散水
し、例えば有効放水距離１８メートルとする散水分布領域に放水量を最小化して効率的な
散水を可能とする。このような散水性能を発揮するためには、デフレクター３２の加工精
度を高めると共に、放水ノズル３０とデフレクター３２の位置精度で決まる噴流衝突角度
が重要となる。
【００３７】
　可動ケース３６に固定したデフレクター３２に対する放水ノズル３０からの噴流の衝突
角度を調整して目標とする散水分布領域に放水量を最小化して効率的な散水を可能とする
ため、軸回りの回転操作により軸方向に伸縮する伸縮ロッド機構４６を備えた衝突角度調
整機構を設けている。
【００３８】
　［衝突角度調整機構］
（衝突角度調整機構の概要）
　図５乃至図７に示すように、デフレクター３２の噴流衝突角度を調整するための衝突角
度調整機構は、伸縮ロッド機構４６の右端を第２支点軸４０により固定ケース３４に回動
自在に軸支すると共に伸縮ロッド機構４６の左端を第３支点軸４２により可動ケース３６
に回動自在に軸支し、伸縮ロッド機構４６に設けた連結ロッド部材４８の軸回りの回転操
作により第２支点軸４０と第３支点軸４２の間隔を変更し、これにより可動ケース３６を
第１支点軸３８を中心に回動してデフレクター３２に対する噴流衝突角度を調整可能とし
ている。
【００３９】
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　（伸縮ロッド機構の構成）
　図８は角度調整機構に設けた伸縮ロッド機構を取り出して側面及び断面で示した説明図
であり、図８（Ａ）は側面を示し、図８（Ｂ）は軸方向の断面を示している。また、図９
は伸縮ロッド機構を取り出して示した組立分解図、図１０は伸縮ロッド機構の最大長の調
整状態を示した断面図である。
【００４０】
　図８乃び図９に示すように、伸縮ロッド機構４６は、連結ロッド部材４８、第１連結部
材５０、第２連結部材５２、第１ロックナット６４及び第２ロックナット６６で構成して
いる。
【００４１】
　連結ロッド部材４８はスパナ等の工具を装着可能とするため六角柱の角柱部材であり、
右端に開口して第１ねじ穴６０を形成すると共に左端に開口して第１ねじ穴６０とは逆ね
じの第２ねじ穴６２を形成している。ここで図９に示すように、連結ロッド部材４８の第
１ねじ穴６０は右ねじであり、第２ねじ穴６２は左ねじである。
【００４２】
　第１連結部材５０は、部材本体５０ａに図５に示した固定ケース３４の第２支点軸４０
を回動自在に軸支するための軸穴５４を形成すると共に、部材本体５０ａから第１ねじ軸
５６を延在している。第１連結部材５０の第１ねじ軸５６は右ねじであり、連結ロッド部
材４８の第１ねじ穴６０に螺合する。
【００４３】
　第２連結部材５２は、部材本体５２ａに図５に示した可動ケース３６の第３支点軸４２
を回動自在に軸支するための軸穴５５を形成すると共に、部材本体５２ａから第２ねじ軸
５８を延在している。第２連結部材５２の第２ねじ軸５８は左ねじであり、連結ロッド部
材４８の第２ねじ穴６２に螺合する。
【００４４】
　第１ロックナット６４は第１連結部材５０の第１ねじ軸５６に螺合して連結ロッド部材
４８を抜け止めする。第２ロックロックナット６６は第２連結部材５２の第２ねじ軸５８
に螺合して連結ロッド部材４８を抜け止めする。ここで、第１ロックナット６４のナット
穴６４ａは右ねじ、第２ロックナット６６のナット穴６６ａは左ねじとなる。
【００４５】
　このように連結ロッド部材４８、第１連結部材５０、第２連結部材５２、第１ロックナ
ット６４及び第２ロックナット６６で構成している伸縮ロッド機構４８は、図８（Ｂ）の
断面図に示すように、第１連結部材５０の第１ねじ軸５６に第１ロックナット６４を螺合
して右端にセットした状態で連結ロッド部材４８の第１ねじ穴６０に第１ロックナット６
４が当たるまで螺合し、また、第２連結部材５２の第２ねじ軸５８に第２ロックナット６
６を螺合して左端にセットした状態で連結ロッド部材４８の第２ねじ穴６２に第２ロック
ナット６６が当たるまで螺合した状態で、図５の第２支点軸４０と第３支点軸４２の中心
間の間隔を決める軸穴５４，５５の中心間距離を所定の最小間隔Ｌｍｉｎとしている。な
お、図５及び図６に示した放水銃２６の伸縮ロッド機構４６は、図８（Ｂ）の最小間隔Ｌ
ｍｉｎに調整した場合を示している。
【００４６】
　また、図８（Ｂ）に示すように、第１連結部材５０の第１ねじ軸５６と連結ロッド部材
４８の第１ねじ穴６０の螺合関係において、第１ねじ軸５６は先端側に所定の最小ねじ込
み量Ｌ２を設定し、続いて所定のストローク量Ｌ１を設定しており、第１ねじ軸５６のね
じ部の第１ねじ穴６０に対するねじ込み長さは、最小ねじ込み量Ｌ２にストローク量Ｌ１
を加え、更に、先端側のマージン量ΔＬを加えた（Ｌ１＋Ｌ２＋ΔＬ）としている。
【００４７】
　一例として、最小ねじ込み量Ｌ２＝１２ミリメートル、ストローク量Ｌ１＝１５ミリメ
ートル、マージン量ΔＬ＝４ミリメートルであり、第１ねじ軸５６のねじ部の第１ねじ穴
６０に対するねじ込み長さは３１ミリメートルとなり、第１ねじ軸５６のねじ部の長さは



(9) JP 6272146 B2 2018.1.31

10

20

30

40

50

これに第１ロックナット６４のナット穴６４の長さを加えた長さとなる。
【００４８】
　この最小ねじ込み量Ｌ２、ストローク量Ｌ１、マージン量ΔＬの関係は、連結ロッド部
材４８の第２ねじ穴６２に螺合する第２連結部材５２の第２ねじ軸５８についても同様で
ある。
【００４９】
　伸縮ロッド機構４８は、両側の第１連結部材５０と第２連結部材５２の軸穴５４，５５
を第２支点軸４０と第３支点軸４２に回動自在に嵌合して固定した状態で、スパナ等によ
り連結ロッド部材４８を軸回りに回転操作すると、回転方向と回転量に応じて伸縮する。
【００５０】
　第１ねじ軸５６及び第１ねじ穴６０を右ねじ、第２ねじ軸５８及び第２ねじ穴６２を左
ねじとした場合、連結ロッド部材４８を右からみて時計回りに回転すると、第１ねじ軸５
６及び第２ねじ軸５８は、両方とも外側にストロークし、軸穴５４，５５の中心間の間隔
が拡大して伸びる。
【００５１】
　また、連結ロッド部材４８を右からみて反時計回りに回転すると、第１ねじ軸５６及び
第２ねじ軸５８は、両方とも内側にストロークし、軸穴５４，５５の中心間の間隔が減少
して縮む。ここで、連結ロッド部材４８の１回転に対し第１連結部材５０と第２連結部材
５２がそれぞれねじの１ピッチ分だけストロークすることから、連結ロッド部材４８の１
回転に対し伸縮ロッド機構２４の長さはねじの２ピッチ分だけストロークすることになる
。
【００５２】
　また、連結ロッド部材４８を右からみて時計回りに回転して第１ねじ軸５６及び第２ね
じ軸５８を外側にストロークして軸穴５４，５５の中心間の間隔を拡大した場合、最小ね
じ込み量Ｌ２を確保する位置がストローク量Ｌ１となり、これ以上の外側へのストローク
を調整の際に行わないようにし、第１ねじ軸５６と第１ねじ穴６０及び第２ねじ軸５８と
第２ねじ穴６２の螺合による支持強度の低下を抑えて剛性を維持する。
【００５３】
　図１０は最小ねじ込み量Ｌ２となる螺合状態に第１連結部材５０と第２連結部材５２を
連結ロッド部材４８の回転操作でストロークした場合を示しており、図５の第２支点軸４
０と第３支点軸４２の中心間の間隔を決める軸穴５４，５５の中心間距離を所定の最大間
隔Ｌｍａｘとしている。この最大間隔Ｌｍａｘは、図８（Ｂ）の最小間隔Ｌｍｉｎに、第
１連結部材５０の第１ねじ軸５６及び第２連結部材５２の第２ねじ軸５８のストローク量
Ｌ１の２倍のストローク量を加えた間隔、即ち、
Ｌｍａｘ＝Ｌｍｉｎ＋２×Ｌ１
となる。

                                                                                
  
【００５４】
　［デフレクター衝突角度の調整］
　図１１は放水銃に設けたデフレクターの角度調整機構の機能を示した説明図、図１２は
伸縮ロッド機構を伸展してデフレクターの噴流衝突角度を調整した状態を示した説明図で
ある。
【００５５】
　図１１（Ａ）に示すように、デフレクターの角度調整機構は、第１支点軸３８と第２支
点軸４０の間を、送水管２８、基台側及び固定ケース３４を含む固定側で構成した固定リ
ンク７０で連結し、第１支点軸３８と第３支点軸４２の間を可動ケース３６で構成した角
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度調整リンク７２で連結し、第２支点軸４０と第３支点軸４２の間を伸縮ロッド機構４６
で構成した可変長リンク７４で連結した３節リンク機構と見做すことができる。
【００５６】
　図１１（Ｂ）は図１１（Ａ）の３節リンク機構を取り出して示している。伸縮ロッド機
構４６による可変長リンク７４の長さは、図７（Ｂ）に示した最小間隔Ｌｍｉｎとなって
いる。この状態で伸縮ロッド機構４６の連結ロッド部材４８を回転操作して可変長リンク
７４を伸ばすと、可変長リンク７４が伸びるにつれて、第３支点軸４２で連結している角
度調整リンク７２は第１支点軸３８を中心に下側に回動し、第３支点軸４２は第１支点軸
３８を中心とした円弧７６に沿って移動する。
【００５７】
　可変長リンク７４が図１０に示した最大間隔Ｌｍａｘにストロークすると、可変長リン
ク７４ａに示す長さに伸び、第３支点軸４２で連結している角度調整リンク７２を角度調
整リンク７２ａで示す回転角θだけ回転した位置とする。
【００５８】
　ここで、角度調整リンク７２ａはデフレクター３２を支持固定した可動ケース３６であ
ることから、可変長リンク７４の最大間隔Ｌｍａｘへのストロークに伴い、角度調整リン
ク７２を構成する可動ケース３６が第１支点軸３８を中心に下向きに角度θだけ回転した
ことになり、これによって可動ケース３６の先端側に支持固定しているデフレクター３２
に対する放水ノズル３０からの噴流衝突角度を小さくし、有効放水距離を短くする。
【００５９】
　図１２は伸縮ロッド機構４６の連結ロッド部材４８の回転操作により最大間隔Ｌｍａｘ
に伸ばした調整状態であり、図１１（Ａ）に示した最小間隔Ｌｍｉｎの場合に比べ、デフ
レクター３２を支持固定した可動ケース３６を第１支点軸３８を中心に下向きとなる位置
に回動し、可動ケース３６内に位置する放水ノズル３０からの噴流衝突角度を小さくする
ように調整している。
【００６０】
　このように可変長リンク７４の長さを最小間隔Ｌｍｉｎから最大間隔Ｌｍａｘの配置で
調整することで、デフレクター３２に対する噴流衝突角度を最適な値に調整可能とする。
【００６１】
　［ロックナットの機能］
　図１０に示すように、伸縮ロッド機構４６の軸穴５４，５５の間隔を最大間隔Ｌｍａｘ
に調整する場合、第１ねじ軸５６の第１ねじ穴６０に対するねじ込み量及び第２ねじ軸５
８の第２ねじ穴６２に対するねじ込み量として最小ねじ込み量Ｌ２を確保する必要がある
。この場合、例えば第１ねじ軸５６の付け根にセットしている第１ロックナット６４の左
端から連結ロッド部材４８の右端との間隔はストローク量Ｌ１となっていればよく、例え
ばスケールを使用してストローク量Ｌ１がＬ１＝１５ｍｍを超えないように軸穴５４，５
５の間隔を調整する。
【００６２】
　即ち、第１ロックナット６４及び第２ロックナット６６を第１ねじ軸５６及び第２ねじ
軸５８の付け根位置にセットした状態で、連結ロッド部材４８を回転操作して軸穴５４，
５５の中心間隔を調整する場合、第１ロックナット６４及び第２ロックナット６６をスト
ローク調整の基準マークとして利用する。
【００６３】
　なお、伸縮ロッド機構４６のストローク調整が済んだ場合には、第１ロックナット６４
及び第２ロックナット６６を連結ロッド部材４８の端面に当る位置に移動して締め付ける
ことで、第１ねじ穴６０及び第２ねじ穴６２に対する第１ねじ軸５６及び第２ねじ軸５８
の抜け止めを行う。
【００６４】
　［本発明の変形例］
（逆ねじ関係）
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　上記の実施形態にあっては、第１ねじ軸５６、第１ねじ穴６０及び第１ロックナット６
４を右ねじとし、第２ねじ軸５８、第２ねじ穴６２及び第２ロックナット６６を左ねじと
しているが、逆に、第１ねじ軸５６、第１ねじ穴６０及び第１ロックナット６４を左ねじ
とし、第２ねじ軸５８、第２ねじ穴６２及び第２ロックナット６６を右ねじとしても良い
。
【００６５】
　（その他）
　また、本発明はその目的と利点を損なうことのない適宜の変形を含み、更に上記の実施
形態に示した数値による限定は受けない。
【符号の説明】
【００６６】
１０：放水銃装置
１２：装置本体
１４：前パネル
１６：火災検出部
１８：放水銃部
２０：旋回カバー
２２：旋回走査部
２４：検出窓
２６：放水銃
３０：放水ノズル 
３２：デフレクター
３４：固定ケース
３６：可動ケース
３８：第１支点軸
４０：第２支点軸
４２：第３支点軸
４６：伸縮ロッド機構
４８：連結ロッド部材
５０：第１連結部材
５２：第２連結部材
５４，５５：軸穴
５６：第１ねじ軸
５８：第２ねじ軸
６０：第１ねじ穴
６２：第２ねじ穴
６４：第１ロックナット
６６：第２ロックナット
７０：固定リンク
７２，７２ａ：角度調整リンク
７４，７４ａ：可変長リンク
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